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助けてくれたのはクラスの皆 紅軍団長 髙山 真想

僕はクラスの皆からの推薦によって団長になりました。最初は、「皆が勝手に選んだだけ

だ」という言い訳が常に心の中にありましたが、結団式の日、全校生徒の前で「俺について

こい」と叫んだ瞬間から、団長の名の重さと責任感を意識するようになりました。とはいえ、

今までリーダーと名の付くことはあまりやってこなかったため、ダンスの振付を教えたり、

行進の練習をさせたりという全体をまとめる仕事は悩みの種でした。そのとき助けてくれた

のが副団長をはじめとしたクラスの皆でした。今回の体育祭には僕一人の力では成功しなか

ったでしょう。今後とも３年１組の絆を信じ、様々なことに挑戦したいです。

人とのかかわりが大切 黄軍団長 村山 颯

僕が団長になった時、黄軍を絶対優勝させたいと思いました。優勝させるために、黄軍を

まとめようとしましたが、うまくまとめることができず、たくさん苦労しました。それでも、

仲間に協力してもらって、なんとか乗り切ることができました。

僕が一番学んだことは、団体競技でも、ダンスでも、人とのかかわりが大切だということ

です。人とかかわり、分からないところなどを聞いて行動することが大切だということをこ

の体育祭を通して感じることができました。この経験を生かして、人とのかかわりをこれか

らさらに大切にしようと思いました。

8月27日、体育祭が行われた。高く晴れ渡った青空のもと、「頂～大切な仲間と共に」をスローガン

に、応援合戦、綱引き、軍対抗リレーなどで熱戦が繰り広げられ、総合得点で黄軍が優勝した。解団

式では３年生軍幹部による挨拶の後、後輩達から感謝の言葉の発表やこの日誕生日を迎えたリーダー

へのサプライズなど、各軍で感動の場面が見られた。戦いを終えた生徒の表情には勝者敗者の区別は

なく、仲間との絆をさらに深めることができた。長者中生の今後の成長を期待したい。



最高のチームの団長になれてよかった 青軍団長 大久保新月

僕は今年で最後の体育祭を最高のメンバーとよい思い出にするために団長になりました。

短い時間の中で踊りを教えるのは苦労したし、遊んでいて話を聞かない人がいたけれど最後

までやり遂げることができました。当日は一人一人が一つ一つの競技を頑張っていたし、面

白い場面もありました。最後の競技の軍対抗リレーでも選ばれた選手たちが、みんなで協力

することができたのでよかったと思います。

結果は３位でしたが、最後に優勝できなかったのは悔しかったけれど、青軍という最高の

チームの団長になれてよかったし、楽しく終わることができてよかったです。

体育祭で得たものをさらに発展させよう 校長 石毛 清八

私には、体育祭で感動した余韻が残っています。皆さん一人一人が一生懸命に走っている姿や、各学年

の団体競技は、その学年にふさわしく素晴らしいものでした。そして、印象的だったのは、笑顔です。み

なさんが心を一つにしているところには、笑顔がありました。

その笑顔が、また隣の友達に対する協力となり、支え合う気持ちを連鎖させながら、より強い思いとな

り、体育祭を成功に導いた集団の力となったのではないでしょうか。この集団の力こそが体育祭を感動あ

るものにしたのでしょう。

理由を二つあげましょう。その一つは、長者中の校訓として先輩たちが受け継いできた「協力」の伝統

であると思います。それは、毎年少しずつ君たちが努力してきたように、「自分が」ではなく、「みんなの

思いや願いの実現のために」という気持ちで築いてきたものであると思います。自分という考えを大切に

しながらも、より多くの友達の思いや願いを実現するために、働き、体を動かし、協力することの方が、

人は幸福感を覚えるのではないでしょうか。

二つ目は、「明確な目標」です。みんなが体育祭を成功させようと願い思う明確な目標が、そこにあった

からだと思います。このことを考えると、明確な目標の設定ができれば、これからの普段の学校生活にお

いても、体育祭同様の感動を得られるのではないでしょうか。

再来週には市中体秋季大会があります。今度の相手は他軍ではなく他校ですが、結局は自分との戦いと

言っていいでしょう。明確な目標と計画を立て、実行し、満足の結果を勝ち獲りましょう。

みなさんの今後の学校生活が、今回の体育祭で得たものをさらに発展させ、夢と希望に向かって志を高

くしていくであろう、そんな期待を抱かせる体育祭になったことに感謝したいと思います。

体育祭前日、中居一元ＰＴＡ会長をはじめ、父

親委員会（坂本孝治委員長）のメンバーが入場門

と応援パネルの設置をしてくださいました。足場
組みや穴掘りなど力の要る作業でしたが、おかげ

さまで、すばらしい環境で体育祭を迎えることが

できました。皆様に心から感謝申し上げます。


